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σ砂∬θsの 第10挿 話 中心の迷路
永 原 和 夫
αyssθsの 昼間 の展 開が終 り夜 の劇 が始 まる折 り返 し点に,Joyceは 一 つの
迷路 を置 いた。1918年NewYear'sEveの日付があ る第9挿 話 の自筆原 稿の
最後 には"endof丘rstpartofOZyssθs"と書かれてい る。 この第10挿 話
では じめて,そ して この章で のみ,わ れわれはStephenDedalusとLeopold
Bloomの 意識の洞窟か ら抜 け出 して,彼 等を時間 と空 間の中で見 る機 会 を 与
え られ る。 この前後 の章 と全 く関係 のない短い"θ 雇〆α6'θ"1)で,二 人 の主人
公の精神 の遍歴は一端 休止 し,そ れ まで彼等の意識 のひだに潜 んでいた ダブ リ
ンが,血 液 が よ どむ午 後3時 に な っては じめて,表 画 に 出て くる。 そ こ に は
StephenとBloomだけで な く,実 に多 くの人 々の往来が あ り,こ れ ら市 民の
生 活 を内 と外 か ら見せ て もら うの もこの挿 話が最初 で最 後であ る。 しか しこの
挿話 の主 人公 はStephenま たはBloom,あ るいは市民 のだ れかでは な く,建
物が並び道路 が交差す るダブ リン市 自体 であ る。Joyceは この挿 話の モデル に
Odyseusで さえあえて通 るのを避けた"WanderingRocks"を選 んだ。 アジァ
とヨー ロ ッパ の両岸 には さまれ た海狭 に浮かぶ大小 の島 々はそ の早い潮に岩 も
ぶつか り漂い,そ こを通 り得 たのは金 の羊毛 を求めたJasonの 船 団のみだ った
とい う。Joyceが ダブ リンの地 図の上に作 った陰険な人工 の迷 路を解 くこ とに
よって,内 に隠 され た意味 も分か るか もしれな い。
Joyceは 激 しい憎悪を持って棄てた町に限 りなくとらわれていた。書 くこと
は悪魔払いの一種である。 しか し彼は書 く度にその中に一層強 く引き込まれて
Textに はTheModernLibrary,1961を用 い,referenceは 本 文 中 に カ ヅ コ で ペ ー
ジ と 行 を 示 し た 。
1)Joyce'slettertoFrankBudgen,StuartGilbert(ed.),五θ'彦27∫o∫ ノσ御 βs∫oッ02,1
(London,1957),p.149.
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いった。 自ら追放老 となったJoyceが この町を精神的に所有 しようとする彼
の欲求が どんなに強か ったかとい うことは,い くら強調 しても十分ではない。
彼が時に感傷的 とも思えるほ ど故郷の町の街路 と商店,音 と臭いの思い出を大
切にしていたかは,多 くの人が証言 している。新聞,チ ラシ,住 所録,電 車の
切符,ダ プ リンのもので持 ってこれるものな らどんなものでも集めた。Joyce
と彼の故郷 との関係が単なる個人的な愛憎並存感情の現われにすぎ な い の な
ら,批 評にかかわ りのない伝記的事実 とみなす こともできよう。しか しそれは
ひZySSθSの構造 と意味 とのきわめて重要な一要素である。この書物には古い新
批評では完全に処理 しえないものがある。
σ砂ss6sの 舞台はJoyce自 身が住んでいた実際の歴史的な状況にその根をも
っている。それはこの書物の多 くの意味を完全に理解 しようとするなら知らず
にすませない具体的な現実である。このことは"WanderingRocks"に っいて
い くら強調しても強調 しす ぎではない。なぜな らジ ョイスはこの章で,都 市は
あ りのままに描けぽ迷路になるとい う単純な原理を極限までつきつめたか らで
ある。見取図が理解 しやすいのは概念的な省略だか らだ。すべてを具体的に書
けぽ見通が失われる。 この章にはすべての町と同じように危険な袋小路が待ち
うけている,自 分の居場所が分 らな くな り,絶 えず方向転換をせ まられる。事
実は予想を裏切 り,作 中人物の多 くが幻想や挫折に悩まされている。彼等に と
ってダブリンは真の接触を欠いた失意 とごまか しの町である。AてtifoniとDi.
gnam少 年は電車に乗 り遅れる。Kernanは 騎馬行列を見そ こな う,銅 像はだ
しぬけに止まれを命じ,電 話がやかましく耳 もとで鳴る,ボ クシング試合への
招待は期限が切れている,か まどの鍋はシャツを煮ている。 しかしアル ゴー船
の一行の真似をして危険な想像の航海に乗 り出さなければならないのは読者な
のだ。
Joyceは ダブリソが もし灰儘に帰 した ら σ砂s5θsに よって再建できるといっ
たと,FrankBudgenが 伝えている2)。Joyceが その比類ない記憶力と友人,
2)FrankBudgen,∫ α駕 εs∫oヅcε α鋸 焼 θMσ 海珈go∫ σ 砂ssθs(Bloomington,1960),
P.67.
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縁者 にた のんで取 り寄せた故郷 の様 々な記念 品,そ して η励2'sD"6c勿yか
ら丹 念に作 りあげた ダブ リンは3),同 国人を憤慨 させ た と同時に,ShaneLeslie
の よ うな人に,じ ゃが薯 を食ベ カ トリック教会 の伝統で苦 しんだ ダブ リン生 ま
れ の者 でなけれぽ αySS6Sは 分 か らない とい う妙 な 自負 を抱か せた4)。 ここに
は実 に多 くの道路,広 場,商 店,酒 場そ して市民 が実名で具体 的に記述 され て
いるのだが,19世 紀小 説の一般 的な特徴 とされ てい る写実的 な描 写はほ とん ど
ない。場 景を絵画的 に描 く代 りにJoyceは 名前 をあげ る。JOyceの 意識 の流れ
の小説 ではRich皿ondstreet(221.5),Cramptoncourt(232.32),Rabaiotti's
icecreamcar(225.16),Shackleton'so缶ces(239.15),RuggyO'Donohoe's
(250.20)と い った名前だけ で十分 私的 な連 想を刺 激す る喚起 力を持 ち,実 際に
町 を歩いてい る印象 を読者に与 え ることがで き る。Baird石 材工 場(614.20)
のぞ ぽを通 るとStephenは か つての彼の英雄iIbsenを 思い出す し,CepPi商
会 の飾 り窓の油絵"virgins,'brightoftheiroils"(260.38)はBloomをロマ
ン的 な気分 に させ彼 の性 欲を刺激す る。一般的 にい って,Bloomの 心は外 界を
映す鮮 明な鏡 であ るのに対 して,Stephenは 常 に感覚的 印象 を瞑 想 と内省 とで
屈折 させ る。StephenがRusse11宝石店 を見てい るのを述 べ る凝 った文章 は,
彼 の意識 の特 徴をは っき り表わ してい る。
StephenDedaluswatchedthroughthewebbedwindowthe
lapidarゾsfingersproveatimedulledchain.Dustwebbedthe
windowandtheshowtrays.Dustdarkenedthetoiling丘ngerswith
theirvulturenails.Dustsleptondullcoilsofbronzeandsilver,
lozengesofcinnabar,onrubies,leprousandwinedarkstones.(241.23)
Stephenは 暗示,前 兆,突 然のエ ピハニーを求め て対象 を無視す る とした ら,
3)loyceの 丁陀oηz,sO撰c如JZ)〃 εc`oγyoプ 地 ε σ癖`召4K伽940解o/Gγ¢α∫13擁 ∫α`π
oη4〃 θ」αη4(Dublin,publishedannually)の利 用 に つ い て は,CliveHartand
LeoKnuth,!1アoρ08γ 砂 痂oαZG%づ49'o∫ α卿6sJrρyoθ'3σ 砂 ∬8s(Colchester,
1975),Part1,pp.13-21に詳iし い 。
4)RobertH.Dem五ng,ノ α甥θs1のc6」7'加C7漉cσ 」 正彫κ'αg6,VoLI(Lo且don,
1969),p.232.'
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Bloomは あ ま りにやす やす と対象 と一 つにな るので,彼 の思考 を周囲 の地勢 か
ら切 り離すのが 困難 であ る。彼等 の心 の中に入 って意識 の流れ をた どってい る
うちは,わ れわれ は実 際の ダブ リンを当然 の こととみな して いた。,し か しこの
章 で一旦 彼等 の意識 の外に 出て,こ の町を一人歩 きさせ られ るとた ちまち途方
に暮れ て しま う。,
Joyceは この町 について説 明的な描写を加 え ることは まった くな い が,ど
んな 自然 主義 の作家 よ り克 明に この町を 描 い て い る。Richmondstreetは
"Araby"の 少年がManganの 妹 を待って綜んだ道 路で,奥 に キ リス ト教救貧
学校が あ り,気 違 い女がかん高 い声 をあげてい た。 この章でConmee神 父は
Richmondstreetか ら出て きて"untidycaps"を とった小学生 たちに寛大に挨
拶を返すが,彼 の心に残 った印象は"Christianbrotherboys"だけであ る。
断章3で か らだをゆす りなが らEcclesstreetを 歩 いてい く一本足 の水兵が,
シャ ツ姿 で戸 口に立 ってい るLarfyO'Rourkeに"FoγE%91απ4_"と 怒鳴 る
ところが あ る(225.17)。 この0'Rourkeは,こ の本の第4挿 話 で豚 の腎臓 を
買いに 出たBloomが,筋 向いのM'Au正eyの 酒場 とは比べ ものにな らな い く
らい"Goodhouse"だ と考 えた,地 下室 に格 子窓が嵌 め られたUpPerDorset
streetの 酒場 の主 人(57.40)で あ る ことを覚 えてい る読者 な ら,彼 が どんな
努力 と手 段で身代 を築 いたか も知 ってい よ う。彼 の は げ 頭 は 第11挿 話 で
BlazesBoylanがEcclesstreetにMollyBloomを訪ね る時,"ByLarry
O'Rourke's,byLarry,boldLarryO'"(281.38)と``janntingcar"(263.41)の
リズムカミ付け られ る。 そ して最後 に0'Rourkeの 店はMollyの 夜の長話 に現
われ る(750.34)。 断章9でLenehanがM℃oyに時刻を尋ね る とM'Coyは
"MarcusTertiusMoses'sombero缶ce"を覗 きこんでか ら"0'Neill'sclock"
を見 て"Afterthree"と い う(233.14)。MarcusTertiusMosesは``Dancer
Moses"と い う娘 がい る茶商(30EssexstreetEastand14Eustacestreet)で
あ る ことが第15挿 話で分か る。O'Nei11'sの 方はD%わ1勿 θ7sの"Counterparts"
に 出て くる茶 酒類販売 人J.J.0'NeilIの 酒場で,茶 商Mosesの 隣 に店 を張
ってい る。彼はCornyKelleherが勤 めてい る葬儀社H.J.0'Neill(North
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Strandroad)と は関係が ない。
忘れ ぽいのが特徴 であ る小説 の読者 がJoyceの 作 品のすべ てを記 憶 してい る
ことは不可能 であ る。や がてわれわれ は7乃o〃3'5D"θo'02ッ かCliveHartと
LeoKnuthが 用 意 して くれ た ・47bρ09勉 ρ砺oαZG痂46'01α 窺θs∫ ρyo6's
のss8sを 手 に し,ダ ブ リンの地図を広げ て"WanderingRocks"の冒険に取
りかか る よ うにな る。 しか しこの陰険 な迷 路にはCliveHartが あげてい る
"trap"が い くつ もあ る5)
。M℃oyが 二つ取 り除 いて くれたバ ナナの皮(233.18)
に足 を取 られ ない よ うに,袋 小路 につか まらない よ うにJasonと 同 じ慎重 さ
を持 って進 まねぽな らない。
まずす ぐ気づ くつ まず きの石は,す でに触れ た よ うに,こ の章 には同名者や
同 じ名の場所 が非 常に沢山 あ ることだ。LadyMaxwellが 住 むDignam'scourt
(220.28)はDigna皿 家 があ る市 の南東部 とは比較 にな らないほ ど裕福 な地区
にあ る。 い まは倉庫 にな って いるMary'sAbbey(230.15)で,会話 を して い
たLambertとO'Molloyはのろのろ とMary'sAbbey道 路(231.18)に 出て
くる。 ダブ リン市 長VanDillon(234.5)はDillon競売所(237.6)を 副業 と し
ていない。落 ぶれた船具商BenDollardと 赤屋根 の大 きな印刷 工場主Dollard
(252.39)と は別人 であ る。 ・・イバ ニア銀行頭取JohnMulligan(240.7)と
"Buck"の あだ名 があ るStephenの 友人MalachiRolandStJohnMulligan
とは無関係 であ るし,歯 科医Blooln(250、14)とLeopoldBloomとは面識 が 層
ない こ、とは断わ るまで もない。"thereverendNicholasDudleyC.C.ofsaint
Agatha'schurch,northWilliamstreet"(222.2)とアイル ラン ド総督the
EarlofDudleyと はなんの関係 もない。質商M.E.White夫人 の店 の前で,
Dudley伯 の騎 馬行列 に も気 づかず に考え込 んで い る弁護士DudleyWhiteの
当惑は,こ の章の読者 の当惑 に似 てい る。
MrDudleyWhite,B.L.,M.A.,...stood...strokinghisnosewith
hisfore丘nger,undecidedwhetherheshouldarriveatPhibsborough
5)CliveHart,"WanderingRocks'～,CliveHartandDavidHayman(ed.),ノ佛 θ∫
∫oッcθ'3こZ砂33θs(Berkelay,1974),pp.197-216.
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morequicklybyatriplechangeoftramorbyhailingacaroron
footthroughSmithfield,CorlstitutionhillandBroadstoneterminus.
(252.15)
彼 の 当 惑 は,目 的 地 のPhibsboroughま で 直 線 距 離 で2,000mほ ど の 市 の
.中心 部 に 兵 営,精 神 病 院,家 畜 市 場,陸 軍 病 院 が 立 ち は だ か っ て い る か らで あ
』る
。
同 名 異 人 あ る い は 異 物 が あ る か と 思 う と,同 じ 物 や 人 が 様 々 に 言 い か え,言
い 直 さ れ て い る 。Carlisle.bridge(240.8)とO℃ollnellbridge(235.34)とは
LiHey河 に か か る 同 じ橋 で あ り,DanLowry'smusichall(232.37)はも と
Empiremusichall(233.1)と呼 ぽ れ て い た 。Mary'sAbbeyの"council
chamber"(230.15)と"theoldChapterhouse"(245.8)とは 同 じ 室 で あ る 。
こ の 種 の 方 法 は,こ の 章 の 最 後 の 部 分 で 騎 馬 行 列 を 見 る 多 く の 市 民 が ア イ ル ラ
ソ ド総 督 を 様 々 な 肩 書 で 呼 ぶ 時,ク ラ イ マ ッ ク に 達 す る 。 老 婦 人 は"King's
windows"の 踏 み 石 で"亡herepresentati鴨ofH量sMajesty"(252.26)をこ 信 じ
き っ た よ う に 笑 い か け る,GertyMacDowellは"thelordandladylieu・
tenant"〈253.3)が 来 た と 思 う,・JohnWyseNoIanはKavanagh酒場 の 戸 の
隠 で"thelordlieutenahtgeneralandgeneralgovernorofIreland"を冷 た
く笑 う(253.8),海 岸 か らや っ て き た 二 人 の 産 婆 は"thelordmayorandlady
mayoresswithouthlsgoldencha重n"(254.41)だと び っ く り す る 。
こ の よ う な 呼 称 の 二 重 性 は 当 然 だ じ ゃ れ の も と に な る が,こ の 挿 話 の 最 初 で
Conmee神 父 がDignamの名 前 で 見 事 な 神 学 的 だ じ ゃ れ を 披 露 し て い る 。
"Whatwasthatboy'snameagainPDignam
,yes.yθ7θ4げgη 瀦6り%s'醐　
6s'."(219.4)Glencree感化 院 で の 大 宴 会 の 帰 路,Mollyの"themilkyway"
に は ま り こ ん だ と た め 息 ま じ り に 話 を す るLenehanは,彼 ら しい 卑 痕 な だ じ
ゃ れ を 飛 ば す 。"Cominghomeitwasagorgeouswinter'snightonthe
Fe旦therbedMountain."(234.24)「羽 根 布 団 の 山 」 と い うの は,実 は こ の 感 化
院 の 近 く に あ る 山 の こ と で あ る 。Conmee神 父 が"pillarbox"(220.12)を指 し
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て,手 紙 ご とあいつに落 ち込 んでは駄 目だ とLynam少 年にい うものは,鮮 か
な赤色に塗 られた"letterbox"(220.22)で あ る。SimonDedalusが 騎 馬行 列
の音 を聞いてあわて て飛 び出 して くる"greenhouse"(252.32)はglasshouse
(温 室)の 間違 いではな く,公 衆便所 であ る。
更 にわれ われ の位置 を混乱 させ るのは ダブ リソの歴 史にかかわ る も の だ。
Conmee神 父が電車 の中か ら 目に とめた"lvychurch"(222.12)は,かつ て
この教会堂 の壁一面 につたが 這 っていた ので 現在 もこ う 呼ぽれて いるNorth
StrandEpiscopalChurchであ る。TomRochfordとNoseyFlynnが騎馬行
列 が近 づ くのを見 てい る"Damegate"(253.13)はDamestreetの西端にあ
った昔の市城 の門の ことで,Bloomsdayに はすでに跡形 もな くな ってい た。
StMary'sAbbeyの 会議室 を出たHughC。Love師の 目的地"theTholsel"
(245.11)は,1809年 に解体 され るまでChristchurchPlaceにあ った 古 い
Guildhallの ことであ る。新 しい市役所 がRoyalExchangeに 建 られた後 も市
の行政府を昔 の名前で呼ぶ習慣 が残 って いた よ うであ るが,Geraldine家 の伝
記を書 こ うと してい るLOve師 は,市 役所 に出かけ たのではな く,彼 の歴史 研
究の一環 として更に史跡調査 の足を広げ たのであ る。
Joyceは 記憶を資料 で確 かめ なが ら彼の ダブ リンを丹 念に構築 した。わ れわ
れが道 に迷 い途 方に くれ るのは この町 の地理 と歴史 に不 案内だ った か ら で あ
る。 しか しよ り細か く見 ると,Joyceの 小説 と事実 との間には小 さな相違 が無
数にあ る。芸 術形式 の要求 を考え るな ら,こ れ らの相違 はいわば 当 然 と い え
る。 しか しM.Adamsが 詳細 に立証 して いる よ うに6),Joyceの 自然 主義の事
実 の処理 はかな らず しも芸 術的 な意 図 とい う一点で統 一す ることは不可能 であ
る。個 人的な意趣返 しのために事実 を歪 め る場合 もあ った し,単 な る記 憶違い
や,資 料 の読み違い も少 な くないρ この章に 関 してCliveHartが あげて いる
"errors"の 多 くは7),作 品を理 解す るた めに直 接助けに な らない もの もあ る。
例 えぽ,MacConnellの 店(225.15)がDorset街とEccles街 との角に あろ
6)RobertMartinAdams,S%7∫αc8伽4助 励oお7物 θCo競s伽(ソoノ∫α翅8s∫oッc¢'5
Ulysses(NewYork,1969).
7)HartandHayman,pp.196-199。
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うと角か ら二 軒 目にあ ろ うと,わ れわれ は この本を持 って彼の薬局 に風 邪薬を
買いに行 くわ けでは ないのだか ら,ど うで もよい こ とだ。
しか し次 にあげ る三 つの地理 上の事実 と虚 構 との差 は,教 え られ な け れ ぽ
Joyceの 意図を見 落 して しま う,重 要 な もので あ る。 断章6でStephenと
Artifoniと の会話 の間 に,"thesternstonehandofGrattan,biddinghalt"
(228.29)と 町 の風 景が一 コマ嵌 まれ てい る。銅像 が石の手 を上 げ るのは おか し
い。 しか しこれは客観 的描写 とい うよ り,Stephenの 心理的反映 であ って,彼
の行 きづ ま りだけ でな く,才 能 の浪 費を諌め るAτtifoniの 心 情の こもった忠
告 の象徴 とな って い る。最後 の部分 で市の南東部へ や ってきた騎 馬行列が北東
部に あ る"RoyalCana1"(254.37)を渡 るのに は,堪 忍強い ダブ リソ市民で も
柳眉 を さかだて る ことだろ う。 このGrandcanalと の取 り違 えはな ん らかの
意図 な しにで きる ものでない。 これ は総 督 の騎 馬行 列を伝 え る新 聞調 の記事 が
無記名 の客観性 を装 い なが らいか に信ず るに足 りないか を示 めす,Joyce一 流
の方法 であ る。この皇室ひい きの記者 は,ヴ ィク トリア女王 が1849年 に アイル
ラ ソ ドに来た時,NorthumberlandとLandsdowne通りの角の家 の庭 を訪ね
た ことに して(255.4),Dudley伯の行列に花 を持 たせ てい る。 この行列 が リ
フ ィー河 の南岸 を通 る時,"FromltssluiceinWoodquaywa11underToln
Devan'sof五cePoddleriverhungoutinfealtyatongueof1量quidsewage."
(252.27>と 書かれ てい る。 この どぶ川がWoodquayで はな く,行 列が渡 った
橋 の東 側Wellingtonquayに あ って,総 督一行には見 えない ことをJoyceは
手 紙で確か めていた。総督 閣下の威風堂堂 の騎 馬行列に どぶ川 が忠実 にア カソ
ベーを してい るのは実 にお も しろい。 しか しこの"tongue"が ポ ドル河 の水量
を浄水場 と リフ ィー河 とに分け る構 築物であ った ことを,Joyceは しっていた
ろ うか8)。
この よ うな地理上 のtrapsを 取 り除けぽ,わ れわ れは この挿話 に登場す るす
,べての人 物の位置 をは っき りとダ ブ リソの地図 の上 につ き とめ るこ と が で き
る。"WanderingRocks"セ こは実 に多 くの こ とが同時に起 き多元 的に語 られ て
8)Adams,pp.198-199.
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い るに もかかわ らず,時 間的前後 関係 は"Cyclops"や"lthaca"のよ うに混乱
して いない。客観的時間 を計 る便法,Conmee神 父 の内ポ ケ ッ トの中の時計 や
"MickyAnderson'salltimestickingwatches"(253.10)は 絶 え間 な く時を刻
む。Stephenで さえ彼 の外で永遠 に動悸す る全宇宙 的な時間の流れ を無 視す る
ことがで きず,Hamletを まね てそ れ と一時 的な和睦を結 ぶ。"Yes,quitetrue.
Verylargeandwonderfulalldkeepsfamoustime.Yousayright,slr.A
Mondaymorn三ng,'twasso,三ndeed."(242.19)このあ らゆ る ものを押 し流 し
均一に進行す る時間は,こ の挿話で"Elilahiscoming"のチ ラシを浮 かべて
流 れ る リブ ィー河に よって象徴 されて い る。 この章 の人物 の中にはDenlsMa-
ginniの よ うに活発に歩 く老,同 じ所 を ぐるぐる回 ってい る者,あ るいはほ と
ん ど動か ない者 もい る。それに もかか わ らず"WanderingRocks"を流 れ る時
間の 内的 順序 が狂 うことはない。Joyceは 彼の人物が所定 の距離を移動す るの
に要 す る時間 を正確に計算 して,そ のあ とを赤鉛筆で ダブ リソ市 の地 図の上 に
印 した と伝 え られてい るが9),CliveHartは 主 と して場 面間 の同時性 を示 す こ
の章 の挿 入文 をた よ りに,こ こに登場す るほ とん どすべ ての人物 の時 間,空 間
的関係 を分 きざみで再現 してみせ た1。)。Joyceが これ ほ どまでに正確 を きした
のは,前 半 の展開が終 り後半 の技術的 な冒険に乗 り出す 前に,中 心人物 の意識
を堅 固た る基盤にす えてお きたか った か らだ ろ う。
と`WanderingRocks"の 技法 はStuartGilbert以 来11),"labyrinth"と い う
こ とぽに眩惑 され て この章を構成す る19の ぼ らぽ らな場面 を連鎖す る機 械 的
手段 のみ を注 目 し,そ れ がアイ ロニーの方 法であ るこ とはMarilynFrenchま
で見 のが されて きた12)。 二 つの場面を 同時 に併 置す る と不 安定 なアイ ロニーを
生む のはわれわれが よ く観察す る ところだ。 この章 の場面は どれ も始 ま りも終
りもない断片で あるが,す べ てあ る主 題的 な内容 を持 ってい る。 この よ うな場
9)Budgen,p.122.
10)HartandHayman,p。215.
11)St岨rtGilbert,∫α甥 θs∫oッo¢'sUlysses:ノ1'S'麗4y(NewYork,1959),pp.227-239.
12)MarilynF■ench,7物 βoo々 α∫ 躍o〃4げ ¢〃3θ5∫oッ6β'5σ 砂∬ θs(Cambridge,
Mass.,1976),p.118.
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面はそれと併置される周辺の素材と容易に重な りあい,あ いまいな光を投射 し
あ う。このような不安定な場で語句は一様に解釈できなくなる。CliveHartが
いっているように冒頭の語"superior"(219.1)は 名詞でもあ り形容詞でもあ
る13)。それはConmeeの 尊称であるとともに,彼 の優越感をあらわし,彼 の
散歩の出発点である地図の上すなわち北を示 している。"Nomoreyoung"は
老婦人の修飾語 となる時(236.30Nま ぎれ もな く記述的であるが,Bloomに
使われると彼の情欲をあざ笑 う語になる。話老の発声上の変化はこの章の最初
と最後の場面に幾重 ものアイロニーを漂わせている。 しか し,一 見全 く無関係
に見える場面間の挿入ほど単純で陰険なアイ ロニーの力法はない。それは登場
人物が意識 しない時間,空 間的な関係をわれわれに知 らしめるぽか りでなく,
道徳的関係を もきわだてる。 どんな時どんな所にでもいるこの章の話者は挿入"
によって皮肉な注釈を場面につけるのである。当面の文脈に直接関係のない他
の場面か ら抜き出した語句の挿入に よって,わ れわれの読書体験は絶えず分断
され,次 第にこの章を対位法的あるいは空間的に読むようになる。われわれ読
者は視野の急激な拡大 と縮小に よって,ダ ブリソを{府鰍的に見る位置に押 しあ
げ られ る。われわれは人々の会話に耳をすましその喜怒哀楽に共感すると同時
に,そ れを市全体のパースペクテ ィヴか ら判断することを要求され て い るの
だ。この章の話者はすべてを見せているが,な に も語 らない。 しか しこの饒舌
な形式が示す"communaldeath"とHughKennerがいった ものを認識 しそ
んじるなら14),"Wandering、Rocks"は ダブリンの表面的な事実の羅列とこの
小説の影のような脇役たちの退屈な展覧会場になってしまう。
最初の断章は温厚な神父の威厳をこれほ ど率直に再現 したものはない と思わ
せ るような文で書かれている。
Thesuperior,theveryreverendJohnConmeeS.J,,resethis
smoothwatchi亘hisinteriorpocketashecamedownthepresbytery
steps.Fivetothree.JustnicetimetowalktoArtane.Whatwas
13)HartandHay願an,p.190.
14)HughKenner,Z)zめ」ゴπ's∫oツ08(London,1955),P.253.
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thaちboy'snameagainPDignam,yes.γ θγ8469脇 〃zθ ∫ブ%s彦 勿〃3θs'.
BrotherSwanwasthepersontosee.MrCunnigham'sletter.
Yes.Obligehim,量fpossible。Goodpracticalcatholic:usefulat
missiontime.(219.1)
しか し,こ のなめ らか な心地 よい調子は,尊 称 が二 つ もつ く自分 の権威 に満足
しきってい る者の優越感 を表 わす もので,彼 の親切は恩 着せ が ま しく不快 であ
る。 もと もと親 を失 った子供 の ことな どConmeeの 眼 中にない,名 前す ら度
忘 れ して いる。思い出 した時 はそれをだ じゃれ の材料にす る。 この子供 の こと
で孤児院 を訪ね るのは,役 に立 つ人にた の まれ たか らで あ って,個 人的慈悲 の
こととな る とす ぐに底をつ いて しま う。Conmeeは 財布に シ リング銀 貨一枚 し
か入 って いないのを知 っているので,一 本足 の水兵に"inthesun"で 祝福 を
与 えただけ で通 りす ぎる・。Conmeeの 柔和 や寛 大は理解 と同情に もとつ くもの
ではな く,不 快 の回避に もとついてい る。 彼は他人 の苦 しみに気づ くが忘れ る
の も早い。彼 は戦争で傷 き,貧 民収容所で生 涯を閉 じる者 たちの こ とを考 え る
が,"notforlong"だと皮肉 な話 者が注釈を加 えてい る。そ じてConmee,は
Wolseyの 有 名な ことぽ を平然 と思い 出 して彼の感想 を しめ くくる。遊覧船 が
爆発 して多数 の死 傷者が 出て も・,Conmeeか ら引 き出せ る同情は しれた もので
ある。f`lnAmericathosethingswerecontinuallyhappening.Unfortunate
peoPletodielikethat,unprepared.Sti11,anactofperfectcontr三t圭on."
(221.21)彼 は神 の摂理 を信ず るが,そ れ は貧乏 人が泥炭 をた くのを許す摂 理で
あ る。
彼ぽ現実 を直 視す るこ とがで きない。すべ てを感傷で おおい,快 楽,礼 節,
名誉 が守 られ ていた過去に のがれ る。Malahideroadを 歩 きなが ら,Conmee
はLordTalbotdeMalahideを思 い出 し,楽 しい城下 町の時代に あ こがれ る。
DonJohnConmeewalkedandlnovedintimesofyore...he
smiledatsmilingnoblefacesinabeeswaxeddrawingroom,ceiled
withfullfruitclusters.Andthehandsofabrideandofabride.
groom,nobletonoble,wereimpalmedbydonJohnConmee.(223.38)
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ふんだんに微笑 をふ りま くお人 よしの"DonJohnConmee"に畑 のキ ャタ ツ
まで も膝を折 ってお じぎをす る。
MarilynFre且chが い うようにComneeは 審美的な俗物 であ る。彼 は審美 感
か ら醜悪 な ものや,不 様 な もの,難 儀 もの,つ ま り貧困,不 調和,罪 といた もの
を見た り触 れた りす る ことを嫌 う。Vaughan神 父の"drolleyesandcorkney
voice"(219.42)が 気に喰わ ないのに"Awonderfulmanreally"とい うのは,
ウ ェル ズの旧家 の出だか らであ る。MrsM'Guinnessが 質 屋をや って いるのを
信 じる ことがで きない。あ んな"queenlyInien"をしてい るのだか ら。 彼は
"Cheerfuldecorum"(222.16)を 好むが"MudIsland"の む さ くる しい路を歩
いてゆ くのは まっぴ らであ る。 彼の精神性 は常 に世俗的 な関心 とお きか え られ
る。聖務 日課 はLadyMaxwellの訪 問で後 まお しにされていた。 この断章の
最 後に草やぶか ら現われ る若 い男女(LynchとKitty)に厳 粛な態度 で祝福を
与 えなが らConmeeが 読 んでい る第五時 の祈 りのヘ ブライ語 の見 出 しは,彼 の
善人振 りを痛烈 に皮肉 ってい る。"S勿 ∴P珈 の θSρθ7Sθ6癬S%魏 〃2687α 傭 」り
θ'αzノθ7ゐ's≠%ゴsノヒ)7〃z∫dα"髭607〃zθz6〃z."(224.31)
Conmeeの ダンデ ィズムに最初 の断章 の挿 入者DenisMaginniが 色彩 をそ
える。Conmeeの 上べ だけの親切心 とこの ダ ソスそ の他の教師 のはで な服装,
``silkhat,slatefrockcoatwithsilkfacings,whitekerchieft量e,tightlavender
trousers,canaryglovesandpointedpatentboots"(220.24)が好一対を な し
ている。Conmeeカ ミLadyMaxwe11の ため に第五 時の祈 りを犠牲 に した よう
に,Mag量nn量 は この貴婦入 のために うや うや し く道を譲 る。彼等 が住 む裕福 な
"D五gnam'scourt"(220.28)は,所 詮,Dignam一 家が住む ダブ リンの南東部
の貧民街 とはかかわ りのない地域 なのだ。
教会 の代理であ るCOnmeeが 最初 の断章 で ダブ リソの北 東に 向 うのに対 し,
国家の代理であ る アイル ラ ン ド総督 は最後 の断章 で市の南東へ 向 う。Conmee
が一人で悠然 と歩 いてゆ き,多 くの市民 の敬 礼を受け るの とは対 称的に,総 督
は従 者にか こ まれ,群 集 の中を馬車で通 りす ぎてφ く。ConmeeはDig夏amの
子 供を救 うた めに外 出 し,総 督 は マーサ病院 の基金援助 のためにDignamの
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家の近 所に ゆ く途中であ る。二 人は対称 をな し,ダ デ リンの二 種類 の権威 を代
表 してい るのは明白であ る。彼等 の役割 に皮 肉な類似性が あ る。教 会 の代理 で
あ るConmeeに 真 の謙虚 を欠 き,儀 式張 って行列 を組 んでい く総 督 閣 下 が
WillialnHu皿bleと 呼ばれ てい るの を見 るだけでそ の風刺 が読 み取れ よう。教
会 も国家 もともどもに なにかが決定的に欠 けてい る。そ の欠 如が市民 たちを孤
立 させ,醜 悪 にす るのだ。
ConHleeに 次 ぐ場面 でCornyKelleherの 棺蓋が述べ られた後で,教 会 と死
とComyの 金勘定 とを結びつけ るよ うにConmeeが 挿入 され る。Cornyと
警 官が話 してい る内容 は不明であ るが腐 敗の臭 いがす るのは 確 か だ。Bloom
は``CornyKelleherhehasHarveyDufanhiseye"(163.18)といって,
Cornyが 警 察の スパ イであ るこ とを暗示 して いた が,そ れを確認す るかの よ う
に彼等 の会話 の間に硬貨 が投げ入れ られ る。
場面3の 一本足を見せ び らか し物 ごいを して歩 く水 兵は不快で あるが,De-
dalus家 の娘 たちが通 りかか った時に発せ られ る"勿 彿θα%4加 α%砂"(225.23)
は,別 種 の物 ごいを してい る0'Molloyの 挿入 と同 じよ うに痛烈 な皮 肉であ
る。 醜悪 な こじき水兵 に続 いて,施 しの豆 で飢を しのいでい るDedalus家 の
娘 たちのむ ごい場面 が併置 され てい る。 この場面 にはCo且meeと"正aquey"
の振 鈴に よってSimonDedalusの 挿 入があ るが,神 父が過去 に逃 避 して いた
よ うに,,"Ourfatherwhoartnotinheaven"(227.3)は酒 に逃 避 して現実
を顧み よ うとしない。 もう一 つの挿入,丸 め られた"Elijahiscoming"のチ
ラシは希望 のな さを増加 させ る。予言者 が現 われ聖書 にあ るよ うに,子 の心 を
父に,父 の心を子に も どす時 があ るのだ ろ うか。
BlazesBoylenがMollyに贈物を選ぶ場面 に妻 のた めに本を選ぶBloom
の うしろ姿が挿入 され る。 共通項 は性 的代償で ある。Boylanは 手 近 な 対象
を 女店 員に発見す る。"AyoungPullet"(228.1)が,この 目われわ れが聞 く
Boylanの 唯一 の思考 であ る。 性欲 の戯画で ある彼は これ以外 の ことぽで意見
を表 わす こ とがで きない。それ に女店員 の観 察,"gotupregard互ess,withhis
tieab三tcrooked"(228.4)が対 置 され る。 彼女はBoylanの ず うず うしさに
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顔 を赤 らめ なが らも,そ め観察 を精 一杯心 の中で表 わ してい た。 征服者気取 り
のBoylanは 結局,彼 女 にそ してMoIlyに 物笑 いの種に され るのだ。
StephenDedalusが 現 われ る次 の断 章につづ いて.MissDunneの 出番 にな
る。彼女 の世 界には現実感 が全 然な い。彼 女は タイ プライ ター,衣 裳,三 文小
説,"fellow"そ して1904年 の性の女神MarieKendallのポス ターにか こま
れて生 きてい る。 この場面 の挿入はRochfordの 新案演 目表 示審 とHely商 会
のサ ソ ドウ ィッチ マ ンであ るが,そ れ らは彼女 の世 界の構成物 と同 じ くらい機
械的 で人工的で あ る。Boylapの 秘 書で ある彼女はBloomが ひそかに文通 を
してい るMarthaCliffordで あ るらしい。彼 女は読み さ しの小説 を机 の引 き出
しの奥に しま って,"lsheinlovewiththatone,MarionP"(229.13)と考
え る。MarionはMollyのフ ァス トネ ームで ある。彼女の"he"はMollyの
独 白のそれ の よ うに まぎ らわ しい。
LambertとLoveそ して0'Molloyが 登場 す る場面8は,細 か なパ ター
ソを積み重 ねて アイル ラン ドの現状 の冷酷 な批判に な ってい る。英 国人の牧師
HughC.LoveはGeraldineの反乱 について書物 を書 いてい る らしく,Lam-
bertに ともなわれ てStMary'sAbbeyの史跡 を見せて もらってい る。 ここ
で若 き騎 士は1534年 に イギ リス王 ヘ ン リーIII世 に対 す る謀叛 を宣言 した。
LoveがGeraldineを 研究 の対 象に した のは興 味深い。 なぜ な ら,こ の一族 は
土着 の ケル ト人で はな く征服者 として渡来 し,ケ ル トの豪族 との婚 姻に よって
アイル ラン ド化す る よ うに な り,や がて イギ リス王 家に反感 をいだ くよ うに な
った アング ロ ・ノル マンの貴族 であ るか らだ。Lambertに よって"themost
historicspotinallDublin"(230.16)と呼 ばれ るこの寺院 が,現 在 アイル ラ
ン ド人に よって倉 庫 として用 い られてい るのは皮 肉を二重 にす る。更に この歴
史家が堕落神 父BobCowlyの 家を差 し押 え してい る家 主であ るこ とがわか る
時,そ れ は三重 にな る。
Joyceが 細か く作 りあげたパ ター ソは,ア イル ラソ ドの土地をが ん じが らめ
に した英 国人地主に対す る反 発が19世 紀の土地解放 運動 の引き金にな っ た こ
とを示 してい る。そ してその挫折は この場 面の挿入者H.J.Parnellに よって
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表わ され てい る。 兄CharlesStewastParne11の亡霊("pouchedeyeson
ghost"165.11)は,国 語問題 が討議 され てい る市議会 を抜 け出 し,D.B.C.で
チ エスを差 して いる。断章16でMulliganは そ れを 目ざ と く見つけて英 国人
Hainesに 売 りつけ るoJoyceは"Circe"挿話 の黒 ミサで,こ の アイル ラ ン ド
民話 の収 集家 とHughC.Loveを 一 つに して"theReverendMrHughC.
Ha圭nesLoveM.A。"(599.16)を作 っている。Halnesは フ ランス語で憎悪 を
意味 し,Loveと 対立す る。StMary'sAbbeyの場面に スカー トか ら小枝 を取
るKittyの 挿入が あるの もおか し くない。KittyとLynchは 愛 していた のだ
か ら。 こ うしてアイル ラン ドの経済 を まか な う穀物 倉庫で政 治 と性(Parnel1
の亡霊 とKittyO'Sheaの 身代 り)が 会合す る ことに なる。Lambertが す き間
風 が もとで風邪 をひいてい る よ うに アイル ラソ ドの政治 も経済 もイギ リスに侵
され て病 んでい る。0'Molloyも 借 金 の申 し出が失敗す る ことを うす うす感 じ
て い る。
次の場面 は無 為に 日をお くるダブ リソ市民 の痛 烈 な告発 であ る。かつ て下水
溝 か ら人を救 った英雄TomRochfordは芝居の演 目を 自動 的に表示す るス 戸
ッ ト付 き機械 を実演 してひ まをつぶ して いる。4時 にオ ーモ ン ドホテルでBoy-
1anと 会 う予定 のLenehanはM℃oyと無駄 話 を して時 間をつぶ してい る。
彼等 の行動 は この章 の登場 人物 の中 で最 も無 目的で のろい。TomとNosey
Flynnは 次にわれわれ が見 る時,Cramptoncourtか ら少 し離れ たDamegate
にい る。LenehanとM'Coyと は 同 じ界隈 を行 った り来 た りしてい るにす ぎ
な い。 この場面の挿入者 も同 じよ うにひ まつぶ しを している者ばか りだ。老 婦
人は裁判 を耳つ傍聴 し,死 まで の退屈 な時間をつぶ してい る。いつ まで もお し
ゃべ りを して溜 息をつ いてい る居間 の客 に うん ざ りして使 いを買 って 出たDi-
gnam少 年 は,で きれ ば家 に帰 りた くなか った。総督 の騎 馬行列が この断章 か
ら始 ま るのだが,彼 の 目的 も一種 の気 ぽ らしにす ぎない。
Stephenは この章 でBloomの 前後 に等 間隔を おいて二度あ らわれ て,そ の
窮状 をわれわれ の前に さらす。最初 の場面 でArtifoniは 文学の理想 に殉 じよ
うとしてい るStephenに,も う一度音 楽をや る気 にな らないか と優 しい こと
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ぽをかけ る。 しか し観 光客 の"stuntedforms"(228.18)や"stemstonehand"
をあげ て止 まれを命 じるGrattanの 銅像 にお しひがれてい るStephenは ・昔
の教師 に礼をい うのが精 一杯であ る。次の場面 で彼 は時 聞 の中 の地獄 を見 る。
奇形 と罪,醜 悪な性 と耳に毒を盛 る文 学のイ メー ジ,ほ こ りがへ ば りついた宝
石。彼 の街 学趣味 を嘲笑す る ように,1`Orientandimmortalwheatstanding
fromeverlastingtoeverlasting"(242.5)とい う独 白の後に朝海 岸に現われ た
二人 の産 婆がわれ われ のた めに挿入 され る。 発電所 のそば を通 りなが ら,Ste-
phenは また して も物質 と精 神 との二者択 一を思 う。 執行猶 予は苦悩 の延期 で
しか ない。女 の愛 を得 る呪文は,挿 入者Conmeeの 祈 りがKittyを 出現 させ た
よ うに,Dillyを 呼び 出 し,こ の本で最 も悲惨 な場 面へ と発 展す る。Dillyは
父か らせび った金 でパ ンの代 りに ブラ ソス語 め独習 書を買 っていた。
Hetookthecoverlessbookfro血herhand.ChardenarsFrench
prlmer・
-Whatdidyoubuythatfor?lheasked .TolearnFrench?
Shenodded,reddeningan母closingtightherlips・
Shownosurprise.QuitenaturaL
-Here
,Stephensaid.It'sallright.MindMaggydoesn't
pawnitonyGu.IsupPosea11皿ybooksaregone,
-Some
,Dillysaid.Wehadto.
Sheisdrowning,Agenbite.Saveher.Agenbite.Allagainstus。
Shewilldrownmewithher,eyesandhair.Lankcoilsofseawe6d
hairaroundme,myheart,mysouLSaltgreendeath.
We.
Agenbiteofinw圭t.Inwit,S.agenbite.
Misery!Misery!(243.19)
吻5sθsの 中心の章の中心の場面でわれわれの主人公LeopoldBloo皿 は乱
れる息をおさえなが らポルノ小説のページをめ くっている。Mollyの ために本
を選 んでいる彼は妻 とBoylanと の密会の時刻が差 し迫 らたのをいや とい うほ
σ砂εsθsの第10挿 話:中 心の迷路(永 原) 39
ど意識 してい る。 ひ と時 もはなれ る ことのない猜疑 を忘れ るために どぎつい刺
激に身 を まかそ うと して,彼 は 自分 の性 欲に追いか け られ る。人間関係 のわず
らわ しさに比べ れぽ都会 の物理 的な現実はBloomに とって安住 の場 であ る。
彼はい ま町 に背を向け て 自分 自身 と対面 してい る。 この場面 でのBloomは 玉
葱 くさい息 で"That'sagoodone"(237.5)とい ってSω θθ'sqプS勿 を差
し出す借本屋 の主人 と変 る ところが ない。そ して派手 な身 な りのMaginniと
"anelderlyfelnale,nolnoreyoung"(236.29)との挿 入は合わせ鏡で 見た女性
的で 自虐 的なBloomの 姿 であ る。 しか し彼はM℃oyが い うように"acul・
turedallroundman"で もあ る。"He'snotoneofyourcommonorgarden-.
youknow_There'satouchoftheartistaboutoldBloom."(235.15)
Simo且 とDillyが くりひろげ る父子 の地 獄絵 巻 とStephenとDi11ア との
胸 を掻 きむ しるよ うな出会 い との間に,断 片 的な この章 の中で最 も関連性 に乏
しいTolnKemanの 場面 がは さまれて いる。KernanはBloomの分身 であ
るとよ くいわれ る。実際,仕 事 上のや りと りを心 の中 で反 劉す る くせ,遊 覧船
の犠牲者に対 す る同情,生 半 可な歴史上 の知識,下 世 話通 な ところな どこの断
章で のKernanの 独白はBloomの それ と よく似 てい る。 しか しBloomは
Kernanの よ うに服装 を 自慢す る ところがない し,ま た金銭や権 力を崇拝 しな
い。BIQomの 分 身はむ しろ,こ の場面 の挿 入者DenisBreenに 近 い。Breen
はU.P.と 書か れた匿名 の葉 書 の差 出人 を名誉棄損 で訴 え るとい って町 を歩 き
まわ っている。気が狂 い,物 笑 い の種 に されてい る人生 の敗残者Breenは,
ユダヤ人 の寝取 られ 男Bloomの 内的恐怖 を客観化 した ものだ。Breenに 同情
す るBloomは"Cyclops"挿話で"Halfandhalf...Afe110wthat'sneither
丘shnor且esh"(321.11)と 罵 られ る。 しか しこの場違い の愛 の殉教者がElijah
に 見えて くるの もその よ うな時 であ る。 この断章に もElijahの 挿入 があ る。
Simonと そ の仲 間た ちは生活 の不安(HughC。Loveの 挿 入で示 され る)を
酒 と歌 とで まぎ らそ うとしてい る。逃 避の方法 を見 い出すのに失敗 した者は挿
入者Farre11の よ うに気が狂 う。Bloomが 彼 の狂 気をBreenに 見 てい るとし
た ら,Stephenは 図書館の章で彼 の狂気をあ の"constan於eader",長 った らし
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い名 前を飾 り書 きにす るCashellBoyleO'ConnerFitzmauriceTisdal1Farrell
に見 てい る。Hamletの 立場に立 ってShakespeareを 論 じた後 だけに,Farrell
の登場 は不吉であ る。"Item:wasHamietmadP"(215.14)とStephenは自
問 していた。 この揚面 以降,Stephenの 分身が なん人 も登場 して アイ ロニーを
倍加す る。 断章16でMulliganとHainesがStephenの うわ さ を し,
``ShakespeareisthehapPyhuntinggroundofallmindsthathavelost
theirもallance"(248.36)と い うと,肉 体 の平衡 を失 った"wanderingAengus"
であ る一本足 の水兵 が挿入 され,"E%gZα 勿1α ゆθ6's"と うな りなが らNelson
streetに 消 えてい く。 こつ こつ と枕 を叩 きなが ら歩 く盲 目の調律 師 も,と ね り
このステ ッキを持 ち歩 く弱視 のStephenの 一面を表わ してい るが,断 章17で
この少年 とFarrellと がぶつ か るのを見守 るよ うにArtifoniが 先導 してゆ
く。 父を失い母 を疎んず るDignam少 年 ・も,母 を失 い父 を疎んず るStephen
の分 身であ る。
断 章15でCunningham一 行がDignamの 遺 族 のために奔 走 している。
Bloomが5シ リング寄附 した ことが披露 され る。JimmyHenryは 足 のた こた ・
か こつ けて寄附 の申 し出を ごまかす 。副執 行官はPaddyの ことを覚 えていな
い。Boylanと オーモ ン ドホテルの女給た ち"BronzebyGold"(246.7)の挿
入 があ るが,BloomとBoylanの どち らがGoldか は読者が決 める ことだ。
最後 か ら二番 目の断章 でわれわ れはDignam少 年 の独 白を閲 く。彼 は母 をだ
まして ボ クシ ソグの試合 を見にゆ こ うと考 え るが,試 合はすでに終 ってい るの
に気づ く。彼 の落胆は"Araby"の 少年 のそれに似 てい る。彼は父 の死を理解
していない。父 が死に ぎわ にい った"theotherthi耳gs"(251・43)は聞えなか
った。 この子 が尊 敬 してい るのは"MylerKeogh,Dublin'spetlamb"(250.33)
と"to鉦"Boylanで あ る。 こんな世 界を相手 にMartinCunninghamを ま"the
youngsterwillbeallright"(246.1)とい って彼 の仲 間を安心 させ るのであ
る。
最後 の部分はそ の文 体だけ でな く区 々と した 出来事 の羅列 に よって アイ ロニ
ーの変奏 曲を作 ってい る。 この部分を統一 してい るのは アイル ラン ド総督 に送
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られ る市 民の極めてね ん ごろ な挨拶 であ るが,そ れ は まった く眉つ ば ものであ
る。最初 のTomKernanの 敬礼 は見 のが され て しま う。第二番 目の ものは事
実上挨拶 ではない。ね ん ごろな挨拶 は この作品に二度 と現われない法廷 弁護 士
MrDudleyWhiteを入念 に描写す るあ ま り忘れ られ てい る。皇帝陛下 の名代
を信 じき って笑 う老婦人 の も うろ くは,"King'swindows"(252.26)をフ ィニ
ックスパー クの総督邸 の窓 と混 同す る程度 であ るが,読 者 も一瞬 同 じ過 ちを犯
しそ うにな る。 このKingはUpPerOrmondquayの印刷屋であ る。老 婦人
の笑 い もRichieGouldingの驚 きも,ま たオ ーモ ン ドホテル の女給 の賞賛 の
眼差 しも正 し くは敬礼 とはい えない。公衆便所か ら飛び出 して きたSimonDe・
dalusが 道路の真 中で帽子を下げ たのは,総 督 に敬 意を払 うのが 目的だ'った の
だろ うか 。
市民 のあやふやな敬礼 が更に続 く。"FromCahill・scornerthereverend'
HughC.Love,M.A.,madeobeisanceunperceiwed_"(252.37)Loveの行動
は不確実 な ものが多 い この章 の中で も最 も不確実で あ る。 断章14で われわれ
がLoveを 見 るとき,彼 はMary'sAbbeyを 出てCapelstreetを 南下 し"the
Tholsel"へ 向 った と教え られ る。い ま彼 はMary'sAbbeyか ら少 し東,Timo-
thyCahil1の 酒場 があ るLowerLiffeystreetとLottとの角 にい る。そ こ
か らではGrattanbridgeに さしかか った騎 馬行列 の音が 町の騒音に ま じって
かす かに聞 えた として も,見 え るはずが ない 。3ブ ロ ック,直 線 距離で も600m
は離 れてい るのだか ら。GeraldiHe家 の歴 史に夢 中にな って いるLoveが 頭を
下げた のはDudley伯 で はな く,"lordsdeputieswhosehandsbenignanthad
heldofyorerichad船wsons"(252.38)に対 してであ る。
Grattanbridgeで 右左に別 れ るLenehanとM'Coyは騎馬行列 を見たが敬.
礼 は しなか った。GertyMacDowellは"HerExcellency"の衣裳 を見たか っ
た が,Spring商 会 の大型 家具 運搬車に さえ ぎ られて 見る ことがで きなか った。
JohnWyseNolanはKavanagh酒場 の戸に隠れ"lordlieutnantgeneraland
generalgovernorofIreland"へ冷たい笑 いを送 る。D・B・C・ の喫茶室 ㊧窓 か
らBuckMalliganは"gaily"にHainesは"gr的elゾ'に騎 馬行列を見下 ろ
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してい る時,JohnHowardParnellの眼 はチエス盤を凝視 していた。Tom
RochfordはLadyDudleyの視線 を感 じ,赤 い チ ョッキの ポケ ッ トにつ っこ
んでいた栂指 を抜 き出 して,帽 子を取 ったカミ,BlazesBoylanは 上着 のポ ケ ッ
トに手 を入 れた まま赤 い花 を 口に くわ えて三人の貴婦人 を見送 って いた。
先 導 の馬車 に危 うく引かれ そ うに なったBreenは あわ てて敬礼 をす るが,
相手を間違 え る。彼 はU.P.と 書かれ た差 出 し人不 明の葉 書の一件 で午前 中に
JohnHenryMentonに面会 に行 った が,Dignamの 葬儀 のあ とMentonは 彼 の
事務所 に帰 らなか った らしい。3時 半 ころわれわれ がBreen夫 婦を0℃onnell
bridgeで 見 る時,彼 はMentonの 事 務所 で一時間待 った と告げ られ る。そ の
間にMentonはBodegh食 堂でゆ っ くりと昼食 を取 り,BenDollardと 世 間
話を していた。 それか ら10分 ほ ど して馬車 に引かれそ うにな る時,Breenは
Mentonが 立 ってい る商業会 館のす ぐそばにい る。結 局,彼 は相談相手 を求め
てCollis{mdWard法律事 務所 へ向 うが,そ の途中TomRochfordに副執行
官事務所 に行 け といわれ,そ こで門前振 いを喰 って,Greenstreetに"G.man"
(299.20)を 訪ね ることに なる。
ダ ブ リン市を西か ら南東 へ と横切 ってい く騎馬行列 が前半に 出会 う市民の多
くは立停 ってい るのであ るが,市 の中心か ら郊外へ と向 う後半 は皮 肉な取 り合
わせ の人物 がそ の後 を追 ってゆ く。Graftonstreetを 往復 してい るHely商 会
のサ ソ ドイ ッチ マ ソ,派 手 な身な りのMaginni,馬 車 の鼻先を大股 で歩 いてゆ
くFarre11はClarestreetの角 まで くると方 向転換 して 同 じ道 を引 き返 して
ゆ く。Farrellに ぶ っけ られて"youbitch'sbastard!"(250.19)と見事 な悪態 を
つ く盲 目の調律師 は枕 をつ きなが ら行 列の後につ いてゆ くが,や が てオ ーモ ン
ドホテルに置 き忘れ た音 叉を思い 出 して引 き返 して くる こ とに な る。Dignam
少年 とArtifomiは 二 人 とも電車 に乗 り遅れ,騎 馬行列 の後を徒歩 でつ い て
ゆ き,彼 らの家 の戸 がそ の一 日の行動 を とじるこ とに なろ う。
どうや ら総督 の行列 を忠実に見送 ったのは汚水 の舌 をた らす ポ ドル河 と,威
儀 を正 したHenryaロdJames洋服店 のろ う人形,そ して厚化粧 を してス カー
トの端 をつ まみあげ てい る"acharmingso励76彦'e,greatMarieKendall"と
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厚ぼた い 口でにん ま り笑 って歓迎 の意 を表 してい るMrEugeneStrattonのボ
ス ターで あ った よ うだ。
Joyceが 丹念に作 った迷路は,こ れ以上期待できないほど精密かつ具体的な
都市の縮図である。 日常的な群居性のざわめきがある。道路は交差 し,商 店は
広告を出し,家 々は軒を連ね る。それなのに人々のあいだに真の接触がない。
この章が断片の集積であるように,登 場人物はみな孤立 した島である。挿入句
は場面間の同時性を成立させるが,そ の効果は結合の強化ではな く,Marilyn
Frenchが い うように,い つわ りの人間関係に しのびよる黒い影である15)。市
民生活に形式を与え統一すべ き宗教 と政治がいかに無力で形骸化 した権威であ
るかは,こ の章の最初 と最後をしめ くくるConmee神 父 とDudley伯 とにょ
って痛烈に示めされている。"WanderingRocks"が われわれにつ きつけてい
るものは,■)%∂1勿θプSの それと同 じ腐敗と無気力,そ して孤独である。それが
Stephenの ような芸術家を追放者に し,Bloomの ような市民を放浪者に した
のだ。彼等に話 し合 うものがあるだろ うか?こ の章以降,夜 が深 まるにっれ
て,彼 等の意識はますます陰影を濃 くしていき,Joyceの 技法 も奔放かっ複雑
になってい く。この章の堅固な空間的現実はそのために構築 しておかねばなら
ない基礎iだった。
15)MarilynFrench,p.123.
